
隠岐さや⾹教授講演会
「科学史から⾒たイノベーション

政策の展開」

― 皆が⼝にする「イノベーション」、で
もそれって何だろう︖
― 現在の「イノベーション政策３.０」っ
て何︖
― そしてリベラルアーツとイノベーショ
ンの関係は︖

こうした問いに、第⼀線で活躍する科学
史家が分かりやすく答えます。

「イノベーション」とは何か、その答え
は歴史にある！

隠岐さや⾹教授 プロフィール
名古屋⼤学⼤学院経済研究科教授。17-18世紀のフランス科学アカ
デミーの歴史を中⼼に、社会と科学の関係をめぐる多彩な歴史研究
を⾏う。
『科学アカデミーと「有⽤な科学」』（2011年）でサントリー学芸
賞を受賞。最近は新書『⽂系と理系はなぜ分かれたのか』（2018
年）が話題に。
2013年に⽇本学⼠院学術奨励賞を受賞、今最も注⽬される科学史家。

とき︓2020年2⽉13⽇（⽊）
14:40-16:10

場所︓豊橋技術科学⼤学A1棟101
対象︓学⽣及び教職員

問い合わせ先︓中村⼤介（総合教育院准教授）
Mail : nakamura@las.tut.ac.jp ※事前申し込みは不要です。


